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トモニホールディングスグループ
の「現在」をお届けします

い ま



トモニホールディングスが目指す 10 年後の姿

トモニホールディングスは、徳島大正銀行と香川銀行の銀行持株会社です。

平成22年に徳島銀行（現 徳島大正銀行）と香川銀行の経営統合による銀行持株
会社として全国で7番目に設立されました。また、平成 28 年には、関西が拠点の
大正銀行を完全子会社化（令和2年に徳島銀行と合併）し、地域金融機関としては    
珍しい「広域金融グループ」となりました。それぞれの銀行の成長が相乗効果を 
生み、グループとして企業価値・株主価値の向上を実現していきます。　

すべてのステークホルダーの皆さまに対して、
より高い価値を、より速く、より広く提供し、ともに成長を紡いでいく

やっぱり“トモニ”を
選んでよかった
と言われる広域金融グループ

設立

営業エリア

平成22年 4月 1日

所在地
香川県高松市亀井町7番地 1

主な銀行子会社
徳島大正銀行・香川銀行

資本金
302億円

店舗数
198店舗（うち出張所16店舗）
（銀行子会社単体合算）

従業員数
2,183 名

上場市場
東京証券取引所（プライム市場）
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財務ハイライト
（令和7年 3月期）

親会社株主に帰属する
当期純利益（連結）

158
18

億円

億円

ROE（連結） コア業務粗利益 OHR
（銀行子会社単体合算）

自己資本比率（連結）

コア業務純益
（銀行子会社単体合算）

本業利益
（外貨調達コスト控除後）
（銀行子会社単体合算）

格付

預金等残高
（銀行子会社単体合算）

貸出金残高
（銀行子会社単体合算）

前期比

A

5.70％

%pt

前期比

279
47

億円

億円

前期比
172

22

億円

億円

前期比
4 5,516億円兆

億円

前期末比

3 6,982億円兆
前期末比

2,092

億円1,335

トモニホールディングスは銀行子会社である徳島大正銀行及び香川
銀行を中心とし、これまで築いてきた地域における信頼・ブランドを
維持していくと同時に、経営機能面の徹底した効率化・強化を行い、
金融グループとして成長する戦略を描いてきました。

令和7年3月期の親会社株主に帰属する当期純利益は最高益となり、
変化の激しい環境においても、本業利益を中心とする高い収益性を
維持・向上させています。

さらに詳しい情報はこちら
トモニホールディングスに関する
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当社は、令和６年８月20日付で㈱日本格付研究所（JCR）
の長期発行体格付について「A」（シングルA）の格付を 
取得しており、当社グループの健全な経営体質が評価  
されています。



徳島大正銀行は、地域の脱炭素化や地方創生
の一層の促進を目的に、100％出資の子会社
を令和7年2月に設立しました。

これにより、銀行業の枠組みを超えた取組み
や支援が可能となりました。 私たちも “事業
者” になることで、これまで以上の実行力で 
多様な角度から、地域課題の解決に挑み続け
ます。

新会社の名称は、行内公募により  「とくぎん
トモニリンクアップ」としました。

「リンク＝つながる・つなげる」「アップ＝上昇・
向上」  「リンクアップ＝地域や人 と々つながって
ともに創る」

持続可能な社会を地域の皆さまとともに創り
たいという「共創」の想いを込めています。

令和２年１月１日に徳島銀行と大正 
銀行は合併し、令和７年１月１日に  
徳島大正銀行は５周年を迎えること
ができました。

これまでの皆さまのご支援やご愛顧
に お応えするため、様々な記念商品
の取扱いやキャンペーンを展開して
います。 

私たちも“事業者”として
地域の皆さまとともにチャレンジする
脱炭素社会に向けた子会社設立

おかげさまで徳島大正銀行は
令和7年1月1日に合併5周年を迎えました

名 　 称：とくぎんトモニリンクアップ株式会社
資 本 金：1億円（徳島大正銀行100％出資）
事業内容：GX＊事業
　　　　　一次産業活性化事業
　　　　　持続可能なまちづくり事業
　　　　　補助金申請サポート事業

＊GX：グリーントランスフォーメーション

T O P I C S  0 1

T O P I C S  0 2

徳島大正銀行トピックス



女子ハンドボールチーム
「香川銀行GiraSol kagawa（シラソル）」
日本選手権初優勝！

チーム公式ＨＰ

創部 30 年を超える歴史を持つシラソルは、令和
6 年12月に開催された日本選手権で、香川県勢
初の優勝を果たし、日本一に輝きました。

また、チームは地域の子どもたちに向けたハンド
ボール教室や出前授業等、地域貢献活動にも   
積極的に取り組んでいます。

令和 7 年 6 月 24 日をもちまして、代表取締役会長に   
山田径男、代表取締役頭取に有木浩が就任いたしました。 
新たな経営体制のもと、お客さまの多様なニーズにお応え
し、より一層の信頼と安心を提供できるよう努めるととも
に、地域経済の発展に貢献してまいります。

新しい経営体制へ
T O P I C S  0 1

T O P I C S  0 2

香川銀行トピックス



株式に関する情報はこちら

将来を見据えた
戦略的投資

自己資本の
充実

着実な
利益還元

発行／令和 7年 6月

香川県高松市亀井町 7番地1
TEL（087）812－0102
www.tomony-hd.co.jp

トモニホールディングス 株式会社
徳島県徳島市富田浜1丁目41番地
TEL（088）623－3111
www.tokugin.co.jp

株式会社 徳島大正銀行
香川県高松市亀井町6 番地1
TEL（087）861－3121
www.kagawabank.co.jp

株式会社 香川銀行

トモニホールディングスは、利益の状況や自己資本の状況
等を踏まえつつ配当水準の安定維持に努め、安定的かつ
持続的な株主還元を目指しています。

好調な収益を背景とした自己資本の充実を踏まえ、
株主還元を強化しています。

● 本誌は令和 7年 5月13日発表の決算短信に基づいて
作成しています。　

● 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する
記述は、現在入手している情報及び合理的であると判断
する一定の前提に基づいており、実際の業績等は、様々
な要因により大きく異なる可能性があります。
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トモニホールディングスは、徳島大正銀行及び香川銀行の銀行持株会社として、
東京証券取引所（プライム市場）に上場しています。　
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